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〈
出
　
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好
手

段
で
白
を
仕
留
め
ま
す
。

（
７
分
で
二
、
三
段
以
上
）

た
っ
ぷ
り
と
毒
を
含
ん
だ
人
事
院
勧
告
。
そ
の
内

容
は
、
①
05
年
分
は
４
月
に
遡
っ
て
賃
下
げ
、
②
06

年
４
月
１
日
か
ら
「
給
与
制
度
見
直
し
」
改
悪
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
、
の
２
段
構
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勧
告
を
受
け
た
政
府
は
、
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
も

言
及
し
て
お
り
、
も
と
も
と
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
あ
る

人
勧
に
加
え
て
、
さ
ら
に
賃
下
げ
も
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
国
税
は
、
公
務
員
に
賃
下
げ
と
競
争
を
持
ち
込

む
勧
告
に
反
対
し
、
実
施
さ
せ
な
い
た
め
の
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご
家
族
を
含
め
、
反
対
署
名

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　松岡　弘文
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ＦＡＸ（03）3507－0886
振替口座　00140-2-68514

“非常識追放”
1 1 0 番

zenkokuzei@aol.com
全
国
税
は
、
職
場
か
ら
セ
ク
ハ

ラ
や
イ
ジ
メ
な
ど
の
非
常
識
を

な
く
す
た
め
、「
非
常
識
追
放

一
一
○
番
」
を
常
時
設
置
し
て

い
ま
す
（
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上

記
の
番
号
ま
で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

９
月
11
日

に
総
選
挙
が

行
わ
れ
た
。

結
果
は
自
民

党
が
３
分
の

２
に
も
及
ぶ

議
席
を
獲
得
し
た
。
新
聞
各

紙
の
見
出
し
に
は
「
小
泉
圧

勝
」
の
文
字
が
並
ぶ
▼
郵
政

民
営
化
の
陰
に
隠
れ
て
い
る

の
は
、
庶
民
増
税
、
公
務
員

削
減
で
あ
る
。
自
民
党
や
公

明
党
に
投
票
し
た
人
も
、
そ

の
隠
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て

ま
で
白
紙
委
任
し
た
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
▼
在
任
中
に

消
費
税
増
税
は
行
わ
な
い
と

小
泉
首
相
は
公
言
し
て
い
る

が
、
仮
に
そ
れ
を
信
じ
た
と

し
て
も
任
期
満
了
後
は
「
待

っ
た
な
し
」
で
あ
る
▼
税
務

署
で
働
く
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
自
身
に
も
降
り
か
か
る

増
税
と
申
告
者
数
増
に
よ
る

労
働
強
化
で
二
重
苦
だ
。
日

曜
開
庁
・
昼
休
み
問
題
な
ど

過
剰
サ
ー
ビ
ス
で
「
コ
ン
ビ

ニ
税
務
署
」
に
な
ら
な
い
よ

う
声
を
上
げ
よ
う
。

官
民
比
較
の

結

果

、

給

与

（
月
例
給
）
は

官

の

ほ

う

が

０

・

36

％

高

く
、
賞
与
は
逆

に
民
間
の
ほ
う
が
０
・
05
ヶ

月
分
高
い
の
で
、
05
年
度
分

は
次
の
よ
う
に
す
る
と
勧
告

し
ま
し
た
。

[

１]

本
俸
は
、
行
（
一
）

俸
給
表
も
税
務
職
俸
給
表
も

全
号
俸
一
律
に
０
・
３
％
の

引
き
下
げ
。

[

２]

配
偶
者
の
扶
養
手
当

額
を
、
現
行
の
１
万
３
千
５

０
０
円
か
ら
１
万
３
０
０
０

円
に
、
５
０
０
円
の
引
き
下

げ
。

[

３]

勤
勉
手
当
を
年
間

０
・
05
ヶ
月
積
み
増
し
。
05

年
は
12
月
で
０
・
05
月
分
を

支
給
し
、
標
準
者
で
０
・
75

月
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

12
月
の
標
準
者
の
賞
与
は
期

末
手
当
１
・
６
、
勤
勉
手
当

０
・
75
、
合
計
２
・
35
月
と

な
る
。

実
施
は
改
正
給
与
法
公
布

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

で
す
が
、
逆
格
差
は
４
月
に

遡
る
と
し
て
、
右
表
の
方
法

で
算
出
し
た
賃
下
げ
分
を
12

月
の
「
期
末
手
当
」
か
ら
差

し
引
い
て
清
算
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
減
額
計
算
で
は
、

逆
格
差
０
・
36
％
を
使
う
の

が
ミ
ソ
で
す
。
12
月
の
勤
勉

手
当
が
増
加
し
て
も
期
末
手

当
か
ら
遡
り
分
が
減
算
さ
れ

ま
す
か
ら
、
年
間
賃
金
は
行

（
一
）
平
均
で
４
０
０
０
円

の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
「
一
段
の
引
き
下
げ
」

に
言
及
し
て
い
ま
す
。
本
俸

の
追
加
引
き
下
げ
か
、
勤
勉

手
当
０
・
05
ヶ
月
分
（
財
源

２
３
０
億
円
）
積
み
増
し
の

凍
結
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま

す
。
仮
に
勤
勉
手
当
増
加
の

凍
結
と
な
る
と
、
税
務
職
の

平
均
で
年
間
賃
金
は
約
２
万

５
千
円
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
り

ま
す
。

不
利
益
の
遡
及
も
、
政
治

判
断
で
し
か
な
い
追
加
引
き

下
げ
も
全
く
道
理
が
あ
り
ま

せ
ん
。
公
務
員
に
不
幸
を
強

い
る
「
給
与
制
度
見
直
し
」

と
も
ど
も
、
署
名
を
積
み
上

げ
て
実
施
の
撤
回
を
迫
り
ま

し
ょ
う
。

勤
勉
手
当
は
標
準
者
で
年

間
０
・
05
月
増
で
す
か
ら
、

６
月
、
12
月
と
も
７
・
25
月

と
な
る
は
ず
が
、
標
準
者
か

ら
０
・
15
月
を
取
り
上
げ
、

成
績
反
映
（
い
わ
ゆ
る
高
率
）

に
ま
わ
す
と
い
う
の
で
す
。

標
準
者
の
勤
勉
手
当
は
、

06
年
以
降
は
各
回
７
・
１
月

と
な
り
ま
す
。【
左
上
表
】

標
準
者
か
ら
高
率
者
向
け

に
ま
わ
す
財
源
は
、
税
務
で

１
回
約
２
億
５
千
万
円
（
平

均
値
で
算
出
）。

こ
れ
を
「
人
参
」
に
ま
わ

し
、
取
り
合
い
競
争
を
激
化

さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

本
当
に
ヒ
ド
イ
勧
告
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

各
地
で
確
定
申
告
期
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
立
ち
上
が
っ
て
、

事
務
計
画
の
検
討
作
業
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
税
と
年
金
な
ど
所

得
税
の
税
制
「
改
革
」
に

よ
る
申
告
者
急
増
で
、
各

署
と
も
対
応
に
お
お
わ
ら

わ
で
す
。

来
年
の
確
定
申
告
期
の

最
大
問
題
は
何
か
。
な
ん

と
言
っ
て
も
、
立
ち
っ
ぱ

な
し
の
中
腰
、
肩
越
し
相

談
指
導
で
あ
る
「
巡
回
指

導
」
。
そ
れ
も
全
国
一
律

に
強
要
す
る
や
り
方
。

「
一
人
の
お
客
さ
ん
に
三

人
が
立
っ
て
い
る
の
は
、

ど
う
見
て
も
ヘ
ン
」
と
の

声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
そ

の
最
大
の
問
題
は
、
腰
痛

対
策
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
立
た
な
い
こ
と
。
椅

子
に
座
る
、
可
能
な
限
り

背
も
た
れ
の
椅
子
に
、
は

専
門
家
の
指
摘
。
当
局
の

対
策
は
と
い
え
ば
、
①
交

代
制
と
、
②
休
憩
用
椅
子

の
配
備
の
２
点
だ
け
。
何

時
間
で
交
代
か
、
交
代
要

員
は
い
る
の
か
、
外
部
会

場
で
は
可
能
か
な
ど
、
す

で
に
「
簡
単
で
は
な
い
」

と
管
理
者
層
か
ら
の
声
。

厚
生
労
働
省
は
通
達

で
、
立
ち
作
業
に
は
細
か

い
配
慮
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
国
税
当
局
は
こ
れ
を

ま
っ
た
く
無
視
。
「
仕
方

な
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
お
粗
末
な
対
応
で
す
。

ま
た
、
来
年
は
「
日
曜

開
庁
」
は
ど
う
な
る
の
か
。

大
き
な
関
心
事
で
す
。
当

局
は
検
討
中
と
し
て
お
り

方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
す
で
に
木
村

長
官
が
「
開
庁
日
対
応
」

を
例
示
し
て
「
納
税
者
の

利
便
の
向
上
に
努
め
る
」

と
モ
ニ
タ
ー
通
信
で
リ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
。

し
か
し
「
今
年
こ
そ
や

め
て
ほ
し
い
」
と
の
声
は

強
く
、
ま
た
、
「
た
だ
で

さ
え
忙
し
い
最
中
に
、
施

策
を
持
ち
込
ま
れ
る
と
そ

の
し
わ
寄
せ
が
出
る
と
い

う
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
」
と
い
う
声
は
切

実
で
す
。

全
国
税
は
９
月
９
日
、

い
っ
せ
い
に
要
求
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

7.26人事院前中央行動に結集した全国税

※
な
お
、
勤
勉
手
当
は
05
年
12
月

限
り
の
措
置
で
、
06
年
度
か
ら
扱

い
が
変
わ
り
ま
す
。



第１８１２ 号　（２）２００５年９月２５日 （第三種郵便物認可）　　　　　　全　　   　　国　　　  　税　　　（　　　　） 組合員の購読料は組合 
費に含まれています。 

「
管
理
の
リ
ス
ト
ラ
・
合
理
化
」
が
ひ
ど
す

ぎ
ま
す
。
数
字
上
も
鮮
明
で
、
名
古
屋
局
で
は

平
成
12
事
務
年
度
か
ら
わ
ず
か
５
年
で
、
削
減

率
20
％
と
い
う
す
さ
ま
じ
さ
。
Ｉ
Ｔ
推
進
の
波

を
ま
と
も
に
か
ぶ
り
、
各
局
で
軒
並
み
担
当
職

員
が
削
減
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
削
減
し

す
ぎ
の
カ
バ
ー
に
、
一
部
の
署
で
先
行
実
施
し

て
い
た
「
チ
ー
フ
制
」
を
、
東
京
局
で
は
９
月

か
ら
全
署
で
本
格
展
開
を
と
「
お
達
し
」
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
施
形
態
は
各
署
の

実
情
に
任
せ
る
と
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
右
往

左
往
の
状
態
。「
や
っ
て
ら
れ
な
い
」
と
職
場

を
や
め
る
職
員
も
で
て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
心
配

【
道
中
・
岩
見
沢
分
会
】

社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
ア
ス
ベ
ス
ト
を
使
用
し

て
い
な
い
か
総
務
課
長
に

聞
き
ま
し
た
。
専
門
家
の

調
査
で
、
庁
舎
に
は
使
用

し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
と
の
こ
と
。
分
会
は
、

宿
舎
も
ち
ゃ
ん
と
調
査
す

る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

岩
見
沢
市
内
で
は
、
18
の

公
共
施
設
で
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
の
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
、
不
安
の
声
が
出
て

い
ま
し
た
。
ま
ず
は
一
安

心
。
と
こ
ろ
で
、
当
署
の

署
長
は
就
任
１
ヵ
月
後
に

突
然
退
職
し
、
東
京
20
区

で
総
選
挙
に
ご
出
馬
。
当

選
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
「
署

長
不
在
で
仕
事
が
増
え
る

の
で
は
…
」
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。

い
た
だ
け
な
い

【
兵
庫
県
・
明
石
分
会
】

「
郵
政
改
革
」
の
主
旨

は
分
か
り
に
く
い
が
、
首

相
の
強
引
手
法
に
問
題
あ

り
と
す
る
世
論
も
多
い
。

が
、
Ｔ
Ｖ
で
野
党
党
首
が

「
国
家
公
務
員
の
給
与
を

20
％
削
減
し
ま
す
」
と
声

高
ら
か
に
宣
言
す
る
の
も

「
い
た
だ
け
ま
せ
ん
」。

顧
問
先
斡
旋
や
め
よ

【
関
信
地
連
】

８
月
31
日
の
鈴
木
局
長

と
の
交
渉
か
ら
。

全
国
税

最
近
の
新
聞
で

も
天
下
り
・
顧
問
先
斡
旋

に
は
批
判
が
出
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
ち
に
や
め
よ
。

当
局

今
年
は
12
月
に
庁

が
発
表
す
る
。

全
国
税

関
信
局
は
何
人

い
る
の
か
。
批
判
も
受
け

て
お
り
や
め
よ
。

当
局

庁
が
と
り
ま
と
め

た
後
で
発
表
す
る
。

青
年
に
つ
ら
い
人
事

【
四
国
地
連
】

３
級
昇
格
の
同
期
一
律

発
令
は
、
本
人
の
み
な
ら

ず
職
場
の
強
い
要
求
で
す
。

該
当
者
が
少
な
く
、
年
度

内
に
は
全
員
が
昇
格
す
る

の
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
分

断
を
持
ち
込
む
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
当
局
は
今
年
も

分
断
。
発
令
率
は
こ
こ
数

年
で
一
番
悪
い
66
・
７
％

で
し
た
。

11
・
８
％
の
ダ
ウ
ン

【
近
畿
地
連
】

賃
下
げ
人
勧
で
も
、
「
大

阪
市
内
は
地
域
手
当
15
％

で
５
％
増
え
る
」
は
、
勘

違
い
。
本
俸
５
・
１
％
マ

イ
ナ
ス
さ
れ
、
35
歳
以
上

は
さ
ら
に
２
％
賃
下
げ
で

す
。
明
石
署
の
場
合
、
な

ん
と
賃
下
げ
率
11
・
８
％
。

年
収
７
０
０
万
円
以
上
の

職
員
は
、
年
間
１
０
０
万

円
を
超
え
る
減
収
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
同
一
号
俸

で
も
９
分
類
、
新
俸
給
表

で
号
俸
４
分
割
。
ズ
タ
ズ

タ
で
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
減
ら
し

【
北
海
道
・
道
東
支
部
】

「
親
切
に
教
え
な
い
」

た
め
か
、
あ
く
ま
で
「
巡

回
指
導
」
に
固
執
す
る
当

局
。
効
率
的
な
自
書
申
告

の
有
力
武
器
と
し
て
も
て

は
や
さ
れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
、

「
時
間
が
か
か
っ
て
も
い
い

か
ら
」
と
オ
フ
ラ
イ
ン
版

Ｈ
Ｐ
を
使
わ
せ
る
の
だ
と

い
う
。
「
二
度
と
税
務
署
に

は
行
か
な
い
」
と
な
れ
ば
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
？

〈
解
　
答
〉
黒
１
の
ツ
ケ
か
ら

３
と
出
る
の
が
好
手
段
。
白

４
に
黒
５
で
白
死
で
す
。

黒
１
で
４
は
白
３
黒
イ
白
５

で
失
敗
。
白
２
で
３
な
ら
黒

２
。
白
２
で
４
も
黒
２
で
白

死
で
す
。

主
要
国
税
局
に
お
け
る
署

の
管
理
部
門
定
員
推
移
は
左

を
全
面
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

職
員
を
削
り
す
ぎ
た
結

果
、
担
当
制
で
は
仕
事
が
回

ら
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
必
要
な
事
務
を
、
必
要
な

時
期
に
、
必
要
な
事
務
量
を

投
下
し
て
処
理
す
る
」
（
東

京
局
長
の
指
示
）
た
め
に

「
チ
ー
フ
制
」
を
実
施
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
な
に
や
ら

カ
ッ
コ
イ
イ
響
き
で
す
が
、

要
は
仕
事
を
割
り
振
る
責
任

者
（
こ
れ
が
チ
ー
フ
＝
主
に

連
調
官
か
総
括
上
席
、
い
な

い
場
合
は
上
席
）
を
一
人
定

め
て
、
こ
の
チ
ー
フ
が
、
原

則
１
週
間
ご
と
の
処
理
・
進

捗
を
見
て
、
他
の
職
員
を
適

当
な
規
模
に
チ
ー
ム
編
成

（
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

と
い
う
）
し
て
事
務
に
は
り

付
け
、
す
き
間
な
く
仕
事
を

さ
せ
る
と
い
う
の
が
「
チ
ー

フ
制
」
で
す
。

「
仕
事
手
配
師
方
式
、
明
日

は
明
日
の
風
が
吹
く
方
式
」

と
自
嘲
気
味
に
話
す
管
理
職

員
。
ず
ば
り
的
を
射
て
い
ま

す
。

管
理
の
仕
事
は
通
常
、
収

納
、
徴
収
決
定
、
督
促
、
還

付
、
転
出
入
、
振
替
、
延

納
･
物
納
、
納
貯
、
報
告
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の

違
う
事
務
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
を
一
人
か
ら
数
人
の
固
定

分
担
制
に
よ
り
処
理
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
１
〜
２
週
間

で
分
担
や
配
置
数
を
変
え
、

職
員
を
高
原
状
態
で
働
か
せ

処
理
し
て
い
く
の
で
す
か

ら
、
チ
ー
フ
は
は
り
付
け
作

業
で
汲
々
。
他
の
職
員
は
オ

ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
を
求
め
ら

れ
、
緊
張
度
が
高
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
周
辺
署
で
は
土

地
が
ら
み
の
延
物
が
多
く
あ

り
、
精
通
者
の
固
定
分
担
で

な
け
れ
ば
到
底
処
理
が
進
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
対

象
か
ら
外
す
と
い
っ
た
動
き

も
あ
り
ま
す
が
、「
延
物
は
他

の
仕
事
の
合
間
に
や
れ
」
と

担
当
者
を
「
チ
ー
フ
制
」
に

組
み
込
む
と
こ
ろ
も
あ
る
な

ど
、
職
員
は
ズ
タ
ズ
タ
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
や
っ
て
ら

れ
な
い
」
と
辞
職
し
た
職
員

も
…
。
あ
る
連
調
官
は
「
た

だ
働
か
せ
る
だ
け
。
や
る
気

が
失
せ
た
」
と
嘆
き
ま
す
。

【
Ｑ
３
】「
見
直
し
」
は
何

を
目
的
に
し
て
い
る
の
。

【
Ａ
３
】
目
的
は
大
き
く

二
つ
。
ひ
と
つ
は
、
国
家

公
務
員
三
〇
万
人
の
本
俸

を
、
大
幅
に
引
き
下
げ
る

と
と
も
に
、
連
動
し
て
地

方
公
務
員
三
〇
八
万
人
の

賃
金
を
も
引
き
下
げ
る
こ

と
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
ふ
た
つ

は
、
「
年
功
制
」

が
強
い
公
務
員

の
賃
金
体
系
を

つ

ぶ

し

て

、

「
成
果
」
を
反

映
す
る
賃
金
体

系

導

入

の

狙

い
。
成
績
競
争

に
走
る
公
務
員

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

【
Ｑ
４
】
ど
の
よ
う
に

「
見
直
し
」
す
る
の
。

【
Ａ
４
】
第
一
の
柱
は
、

国
家
公
務
員
の
本
俸
を
平

均
４
・
８
％
引
き
下
げ
、

調
整
手
当
を
廃
止
し
て
、

地
域
給
と
し
て
「
地
域
手

当
」
を
新
設
し
ま
す
。

第
二
の
柱
は
、
「
成
績

主
義
」
の
強
化
。
①
賃
金

上
昇
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ
ト

化
。
②
号
俸
の
四
分
割
…

昇
給
幅
は
０
、
２
、
４
、

６
、
８
の
５
段
階
。
③
枠

外
号
俸
の
廃
止
…
昇
給
は

各
級
の
最
高
号
俸
で
ス
ト

ッ
プ
す
る
。
④
級
の
統

合
・
新
設
…

税

務

・

行

（
一
）
と
も
、

現
行
一
・
二

級
と
四
・
五

級

を

統

合

し
、
新
一
〇

級
を
新
設
し

て
「
昇
格
メ

リ
ッ
ト
」
が

実
感
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
狙
い
。

幹
部
職
員
（
キ
ャ
リ
ア
）

に
は
現
行
よ
り
高
い
賃
金

を
保
障
。

第
三
の
柱
は
、
査
定
昇
給
、

勤
勉
手
当
の
査
定
幅
の
拡

大
、
昇
格
基
準
の
見
直
し

で
、
差
を
つ
け
る
体
系
に

移
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

加
え
て
、
内
部
事
務
の
一

元
化
は
管
理
部
門
を
確
実
に

解
体
し
ま
す
。
管
理
部
門
の

単
独
編
成
を
無
く
し
、
課
税

内
部
と
の
一
元
化
が
狙
わ
れ

て
い
ま
す
。

試
行
段
階
で
す
が
、
業
務

見
直
し
の
推
進
で
そ
の
姿
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
名
称
は

別
に
し
て
、
一
元
化
内
部
部

署
の
事
務
担
当
職
員
を
内
部

事
務
処
理
グ
ル
ー
プ
、
窓
口

グ
ル
ー
プ
、
審
理
グ
ル
ー
プ

の
３
グ
ル
ー
プ
制
に
し
て
、

管
理
の
職
員
は
内
部
事
務
処

理
グ
ル
ー
プ
と
窓
口
グ
ル
ー

プ
に
配
置
し
て
こ
こ
で
も
双

方
の
グ
ル
ー
プ
を
ま
わ
す
試

行
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る
ベ

テ
ラ
ン
管
理
職
員
は
、
「
管

理
の
経
験
は
使
い
物
に
な
ら

ず
一
年
生
と
同
じ
。
と
て
も

勤
ま
り
そ
う
に
な
い
」
と
嘆

き
ま
す
。

管
理
職
員
の
苦
悩
の
日
々

が
当
局
に
よ
っ
て
押
し
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。
こ
の

５
年
で
な
ん
と
３
７
１
人
も

定
員
を
減
ら
さ
れ
、
名
古
屋

局
に
い
た
っ
て
は
20
％
も
削

減
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
活
用
、
Ｉ
Ｔ
化
推
進

の
〝
効
果
〞
を
管
理
部
門
職

員
の
削
減
に
求
め
て
い
る
当

局
の
方
針
が
貫
徹
さ
れ
て
い

る
結
果
で
す
。

「
管
理
部
門
職
員
の
リ
ス

ト
ラ
」
以
外
の
何
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
削
減
の
当
然
の
帰
結

と
し
て
、
残
し
た
数
少
な
い

管
理
の
職
員
を
「
高
原
状
態
」

で
働
か
せ
る
「
チ
ー
フ
制
」
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